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第 1章 問題・目的
第 1節 研究意義
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Abstract: In recent years, it has been reported in the media as if developmental disabilities and crimes are
linked, but it is a wrong belief that people with developmental disabilities commit crimes, and such a link
has not been validated It is not the developmental disorders themselves that are the cause of offenses, but
rather the inappropriate interactions with those around them without understanding about developmental dis-
orders, which may affect their self-esteem and cause secondary disorders. The present study focused on
autism spectrum disorders（ASD）and examined the relationship between the tendency and self-esteem by
hypothesizing that the higher the tendency for ASD, the lower self-esteem, and that there may be gender dif-
ferences. An Internet-based questionnaire survey was conducted and analyzed, and the results showed that
gender had no effect on self-esteem, and the higher the ASD tendency, the lower the self-esteem.



























第 2節 ASD と自尊感情について
自閉スペクトラム症は Autism Spectrum Disorder と言われ，ASD と略される。アメリカ精神医学会が出してい


































































本研究では ASD 傾向と自尊感情に関連があり，ASD 傾向が高い人ほど自尊感情が低く，また性差があるので
はないかと仮定し検討する。
第 2章 方 法
調査参加者 17歳から 70歳までの男女 396名（男性 113名，女性 283名）が調査に参加した。
分析対象 「厚生労働省の健康日本 21」において，「青年期」は「15～24歳で，身体的には生殖機能は完成し，子
大石 苑子：青年期における自閉スペクトラム症傾向と自尊感情の関連 ３
供から大人へ移行する時期」とされているため，今回は 17歳から 24歳までの男女 338人（男性 75人・女性 263
人）を分析対象とした。



















信頼性 箕浦・成田（2013）によると，Cronbach の α は，0.87であり，自尊感情尺度は十分内的一貫性を有する
といえる。
妥当性 山本（2001）によると，大学生 644名（男子 400名，女子 244名）のデータによる主成分分析の結果，
第 1因子の寄与率が 43％であるのに対し，第 2因子の寄与率は 13％と低いため，単因子構造であると考えられ
る。したがって，構成概念妥当性の中の因子的妥当性は確認されているという。
2．自閉性スペクトル指数日本版（AQ-J）（栗田・長田・小山・宮本・金井・志水，2003）
AQ-J（付録 B を参照のこと）は英国の Baron-Cohen らによって開発された，50項目の正常知能成人を対象と






信頼性 Cronbach の α は，全体で 0.80であり，男性では 0.74，女性では 0.85であった。そのため，AQ-J は良好
な内的一貫性を有するといえる。
妥当性 少人数の高機能 PDD 患者であっても対照群よりも AQ-J 得点が高く，約 1/3の項目で有意差および有意
傾向をもって，高機能 PDD 群で得点が高かったことは，高機能 PDD 群の人数が増えれば，有意差を示す項目数
は増えることを示唆している。そのため，妥当性のあるものと推測される。
3．調査参加者の基本属性：年齢，性別について回答を求めた。
第 3章 結 果
第 1節 AQ-J と性別による自尊感情の差異の検討
青年期（本研究における分析対象者：17歳～24歳）における自尊感情と ASD 傾向との関連を検討するため，
４ 甲南女子大学大学院論集第 19号（2021年 3月）
自尊感情得点の合計点と AQ-J 得点の合計点を算出した。次に，32点をカットオフ値として設定し，AQ-J 得点
を高群と低群に分けた。そして，AQ-J 得点（高群・低群）と性別（男性・女性）を独立変数，自尊感情得点を従
属変数として二要因分散分析を行った。その結果，性別の主効果は見られなかった（F（1, 334）＝ 2.54, n.s.）。そ
れに対して，AQ-J 得点（高－低群）の主効果は 5％水準で有意となった（F（1, 334）＝ 5.16, p ＜ .05）。また，交
互作用は 1％水準で有意であった（F（1, 334）＝ 6.74, p ＜ .01）。Bonferroni 法による多重比較の結果，女性におい





第 4章 考 察
第 1節 ASD 傾向と自尊感情の関連について
本研究では，青年期における ASD 傾向と自尊感情の関連について自尊感情尺度と AQ-J を用いて測定し，分析
した。AQ-J 得点を高群と低群に分け，AQ-J 得点（高群・低群）と性別（男性・女性）を独立変数，自尊感情得
点を従属変数として二要因分散分析を行った。その結果，性別は自尊感情に影響を及ぼさないと示された。また，









図 1 性別，AQ-J 得点（高－低群）における自尊感情得点の合計
表 2 AQ-J 得点（高－低群）における男女別の自尊感情得点の平均及び多重比較の結果
自尊感情
女性 男性
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付録 A
自尊感情尺度
1．少なくとも人並みには，価値のある人間である。
2．色々な良い素質をもっている。
3．敗北者だと思うことがよくある。
4．物事を人並みには，うまくやれる。
5．自分には，自慢できるところがあまりない。
6．自分に対して肯定的である。
7．だいたいにおいて，自分に満足している。
8．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。
9．自分は全くだめな人間だと思うことがある。
10．何かにつけて，自分は役に立たない人間だと思う。
付録 B
自閉性スペクトル指数日本版（AQ-J）
1．私は物事を自分 1人でよりも他の人とすることを好む。
2．私は物事を何回も何回も同じようにすることを好む。
3．もし私が何かを想像しようとすると，心の中に映像を作り出すのはとても簡単だ。
4．私は，しばしば他のことが見えなくなるほど 1つのことに強く夢中になる。
5．私は，他の人が気づかないときにも，よく小さな音に気づく。
6．私は，車のナンバープレートまたは同様な一連の情報にいつも注目する。
7．他の人たちは，私が言ったことをよく失礼だと言う，たとえ私がそれは丁寧だと思っていても。
8．私は物語を読んでいるときに，登場人物たちがどのように見えるだろうかを簡単に想像できる。
9．私は日付に魅せられている。
10．社交的な集まりの中で，私はいくつかの異なった他人の会話を容易に聞き取ることができる。
11．私は社交的な場面を気軽に思う。
12．私は，他人が気づかない細かいことに気づく傾向がある。
13．私はパーティよりはむしろ図書館に行きたい。
14．私は物語を作るのは簡単だ。
15．私は，自分が物よりも人により強くひきつけられているのに気づいている。
16．私は，もし追求することができないと当惑してしまう，とても強い興味をもつ傾向がある。
17．私は，社交的なおしゃべりを楽しむ。
18．私が話すときには，他人が横から口を出すのは，必ずしもいつも簡単とは限らない。
19．私は数に魅せられている。
20．私は物語を読んでいる時に，登場人物の意図を理解するのが難しい。
21．私は物語を読むことを特別には楽しまない。
22．私は，新しい友達をつくるのは難しいことに気づく。
23．私は，いつも物事のパターンに気づく。
24．私は，博物館よりはむしろ劇場に行きたい。
25．もし日課が妨げられても，それは私を当惑させない。
26．私は，しばしば，私がどうやって会話を続けていくかを知らないことに気づく。
27．誰かが私に話しているときに，私は行間を読むのが簡単なことに気づく。
28．私は，いつも，細かなことよりは，むしろ全体像に集中する。
29．私は，電話番号を覚えているのがとても上手ではない。
30．私は，状況や人の外見の小さな変化に，いつも気づくわけではない。
31．もし私が話しているのを聞いている人が退屈しているなら，私はどのように話すかを知っている。
32．私は，一度に 2つ以上のことをするのは簡単だ。
33．私は，電話で話しているとき，いつ自分の話す番かがはっきりしない。
34．私は，物事を自発的にすることを楽しむ。
35．私は，しばしば冗談の意味をわかるのが最後になる。
36．私は，人の顔を見るだけで，その人が考えていることや感じていることが容易にわかる。
37．もし中断があっても，私はやっていたことにとても早く戻ることができる。
38．私は，社交的なおしゃべりが上手だ。
39．人は，私が同じことを長々と話し続けるとよく言う。
40．子どもの頃，私は他の子どもたちと，ごっこ遊びが入ったゲームをよく楽しんだものだ。
41．私は，物事のカテゴリーについての情報を集めるのが好きだ（たとえば，自動車，鳥，電車，植物の種類など）。
42．誰か他の人だったらどうだろうと想像することは，私には難しい。
43．私は，私が関与するどんな活動も注意深く計画することを好む。
44．私は，社交的な機会を楽しむ。
45．私は，人の意図をわかるのがむずかしい。
46．新しい状況は，私を不安にする。
47．私は，初めての人に会うのを楽しむ。
48．私はよい“外交官”である。
49．私は，人の誕生日を覚えているのがとても上手ではない。
50．私は，ごっこ遊びが入ったゲームを子どもたちとするのは，とても簡単だ。
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